




















































































ていない。なおかつ、 「父も母も、誰も誰もわれをのみこそ思うたまへれ、小姫君をば思ひたまはぬぞかし」と、すでに真子とは異 る扱いを受けていることが記される。教 家の長女として、五歳にして父母や外祖父公任から多大の期待をかけられ、本人もそれを自覚し たといえよう。なお、生子は同月、御匣殿別当 なったが、着裳前の 官を実資に批判されている
）（
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れを惜 だ公任は、十二月に長谷に籠もり、翌年正月に出家し 。驚いた教通は長谷に駆けつけ「他人どもの御事は聞えじ、御匣殿のとかうの御有様を思し捨てつるなん、いみじう心憂くはべる」 （⑤
50頁）と、生子の行く末を見ずに出家した
公任を責める。公任にとっても、教通 とって 生子 将来は希望であった。さらに、 の公任のもとを訪れた斉信は互いに愛娘を喪ったことを嘆くが そのなかで を「御匣殿など、今日明日の女御、后」 （③
5（頁）と評する。一条朝



































ろう。仮にこの時、藤原氏出身の后として、生子が立后するこ になれば、皇后（ ）と中宮（嫄子）に続いての後朱雀天皇 とって三人目 妻后となるから 妻后 三人並立することに る。前例 ない一帝三后があり得たのかは別問題として、藤原生子の入内は立后が前提であった。　
長暦三年（一〇三九）七月上旬と予定された入内は、六月二十七日の内裏焼亡によって延期となったが、八月に中宮嫄
子が禖子内親王を産んで没した後、十二月に生子は入内した。

























と聞えさせ まひけ 。 （③
（0（～
（10頁）





後朱雀天皇 贈歌「かたがたなびくとも思ひそめてん色は変らず」は、別の女性 存在を記しながらも生子への愛情の変わらないことを詠んでいる。 『栄花物語』は延子入内に際し、後朱雀天皇と延子と 贈答ではなく、後朱雀天皇と生子との贈答を記している。 「まことや は、 「話題を転じるときや、話の途中でひょいと思い当たったことを言い出したりする時、念を押す気持を込めて用いる語」 （ 日本国 大辞典』 ）であり、生子関連の歌は、時間を遡 ても記すに値するも だった。　
同様に、話の流れから転じた生子関連の贈答を、年時を遡って記している例がある。前掲の後朱雀天皇と生子との贈答
に続いて『栄花物語』は同長久三年（一〇四二）十二月の内裏焼亡を記した後 「まことや」 断って、公任から生子への贈歌と、後朱雀天皇の返歌 記す。


























なるにか、后にはえゐたまふまじとのみ申す」 （巻三十四「暮まつほ 」 、③
（15頁）と、立后の難しいことが噂されるよう
になったという。そして巻三十六「根あはせ」では、病が重くなった後朱雀天皇と、そ 女御たち 有様 描かれる。










































































の人物であった。将来が未定の生子に対する貴族社会の注目度の高さが正編における生子描写につながったと考える。さらに続編において 、視点人物である章子内親王と直接的な利害関係になかったことに加 、章子内親王方の生子に対する興味・注目度 高さ、および立后 きなかった悲劇性が多く 描写を残したと考える。　
歴史物語は基本的には歴史が定まった後代から見た歴史を記している。そのため、当時の評価や注目度ではなく、後代










































」 （ 『国文学攷』一三〇、一九九一年六月） 、嘉藤久美子氏「女御

































































1（）　『新古今集 では、後朱雀天皇の贈歌は二句「降りしくころか」 、生子の返歌は結句「思ひよられじ」 、後朱雀天皇の贈歌は結句
「色ぞ変はらじ」 。
（
1（）　『春記』 ・ 『扶桑略記』同日条。 『百錬抄』は十月十二日とする。
（
（0）　『扶桑略 公卿補任 ・ 『十 代要略 ・ 『百錬抄』 。ただし 『百錬抄』は上東門院よりの遷御とする。
（
（1）　『二東記』は生子の参内を長久元年（一〇四〇）十一月十日とする。また、 『春記』は生子が弟通基の喪により十二月九日に山井殿に移ったと記す。生子が小二条殿にいた期間が長久元年（ 〇四〇 十一月十日から十二月九日であれば、公任の生子への贈歌はこの期間になる。
（










歓子は、白河院の小野雪見御幸に際し、機知でみごとに饗応したという説話（ 『今鏡』 『無名草子』 『 訓抄』等）や 往生伝（ 『東
斎随筆』 『拾遺往生伝』 ）が残る。
（
（7）　『公任集』や『定頼集』には生子関連の歌が残る。
